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武蔵村山市では、武蔵村山都市核土地区画整理事業で、新たに大小合わせて複数の公園等の整

備を計画しています。市の中心核に位置する面積が約 6,000 ㎡もある『（名称仮称）4号公園』に

ついて、どのような公園にしていくか、ワークショップ方式で計画案を検討していきます。 

第 2回ワークショップ（令和３年 11 月 27 日）に引き続き、令和３年 12 月 18 日に第 3回ワー

クショップを開催しました。今回が最後のワークショップとなり、雰囲気にも慣れた参加者の皆

さんから、より多くの素敵なアイデアを発表していただきました。 

大人からは「インクルーシブ」、「オンリーワン」などの公園づくりをコンセプトに、樹木や四

季折々の花による「潤いがあり、安らぎのある公園」をイメージされている方が多かったように

感じます。また、将来のモノレール駅と大型商業施設を結ぶ 4号公園に、ふかふかな芝生の上で

家族がくつろげ、キッチンカーにより飲食を楽しめる空間を導入し、オープン公園として整備す

るなど、素敵な意見をいただきました。 

小学生からは、「ターザンロープ」「ボルダリング」などの遊具の設置は必ず設置して欲しい。

狭山丘陵をイメージした丘を造り、その丘にトンネルを設置して、鬼ごっこをして遊びたいな

ど、活発な意見をいただきました。 

なお、入江教授からは公園づくりはまちづくりが凝縮されたものであるとの教えがあり、市民

と行政が一体となり今後の公園の維持管理問題などを話し合っていければ、より良い公園づくり

やまちづくりが進み、武蔵村山市の活性化が進んでいくため、今後もこのような市民懇談会が

色々なテーマで実施できれば素敵な街「武蔵村山市」になっていくとの講義でした。 

 

〇ワークショップの参加者の記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3回 公園づくりに関する市民懇談会 

ワークショップ通信 
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〇ワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇前回のふりかえりと今後に向けて  

今回は、４つのグループに分かれて、グループごとに前回、前々回で発表された意見を、より具体的な

実現性を加味して、各自で考えてきた公園アイディアを発表しあい、公園デザインについて考えていただ

きました。そして、アウトプットとして、図面化を図り、より白熱した「市の内外からも人が集える公園

をつくろう！」をテーマに、公園のテーマやコンセプト、ネーミング、公園での楽しみ方、魅力づくりに

ついて考えました。 

 

   

武蔵村山市 都市整備部区画整理課 



3 

 

 〇グループごとの公園アイデア 
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